
偶嘱己様式第7号)

1 事業内容

事

事業実績

業

介護サービスの種類

業

者

所

名

書

社会福祉法人すぱる

名

所属名

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

職・氏名

特別養護老人ホーム醍醐

電話番号

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介

姿

導入時期及び台数

介護ロボット導入支援事業用

メ

介護ロボット

【製品名】

眠り SCAN I0台

眠り SCANeye 2台

[導入時期]令和3年2月10日

ノレ

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

通信環境整備

[製品名】

無線LANアクセスポイント 18台 WAPM・1266R

P0三Lavet25 ポート 6台 BS・GS2005P

無線IANシステム集中管理ソフト 1式 WLS・ADT

モバイノレ端末 2台 KX・Z817

使用状況

(使用tる業務・使用頻度

等)

定員数

購入リース(契約期間

1.介護ロボット

〔使用する業務〕

使用する業務は入居者様が居室べッド上で過ごしている時間帯(特に

夜間)に入居者の睡眠状況や活動状況を把握することに使用してい

る。

〔使用頻度〕

使用頻度は導入後、眠り SCAN、眠り SCANeyeともに毎日使用して

いる。

29

年

2.通信環境整備

眠りSCANの導入にあたり、既存のWi・fi環境では通信が不安定であ

つたが、整備後通信に問題が生じる事もなく眠り SCAN、眠り

SCANeyeともに使用できている。また、モバイル端末については、

夜勤者2名が携帯することで、眠り SCAN、眠り SCANeyeからのア

ラート通知を受信し訪室する等の対応に使用している。

月~ 年 月)

記
入
者

事



・夜間入居者様の突発的な雛床行動形跡がある事に対してビ利用者様

の安全に不安を感じ精神的負担となっていた問題に対し、導入後雛床

行動が眠り SCANeye の映像によって目視できるようになり、行動パ

ターンが見える化された。その結果、入居者が安全に居室内を移動で

きるよう環境を見直した。その後転倒などの事故は起きていない。

導入効果

※導入によって得られた効

果に関tるデータを客観的

な評価指標に基づき示すこ

と(介護時間の短縮、直

接・間接負担の軽減効果、

介護従事者(利用者)の満

足度など)

・導入後ご利用者様の快適な睡眠を損なわない適切なタイミングでの

トイレ誘導を行えるようになったことで、業務が効率化し、利用者様

の負担も軽減したと思われる。

・夜勤時複数のナースコール呼び出しに対する対応の優先順位をっけ

るのが難しく精神的負担となっていたことに対し、特にナースコール

が頻回であった2名に眠りSCANeye を使用してみた。その結果、入

居者様の状態が映像で確認できるようになり、急を要する状態か否か

の判断がつきやすく、精神的負担の軽減につながっているとの祁告を

受けている。

・夜勤時、誹庄センサーの寝返り等の誤報によって不要な訪室を行わ

ざる負えない状況に対しては、眠りSCANの使い方に職員が慣れる

までの約1か月間は雛床センサーと恨りSCANを併用しているため、

効果は検証できていない。3河中旬より1順次際床センサーを外して眠

りSCANのみの使用に変更する予定。

・1唾眠の状況が客鶴的に見える化されたことにより、医師も極眠状況

を把握できるようになり、唾眠導入剤等の内服薬の誘整を2名の入居

者で実施した。調整中であるため明確な利用者様の変化はまだ確認で

きていないが、今後に期待が持てる状況である。

導入後の課題や炊年度副

画の確認等

〔導入後の課題〕

導入後の課題としては、眠り SCAN のデータの分析と、ケアの質の

向上に繋げられていないことが挙げられる。

データの分析とは、同年代での平均値や傾向等と比較した分析ができ

ておらず、データに基づいたケアの調整に繋げられていない。

ケアの質の向上については、眠り SCAN導入後想像以上に睡眠時間

が短い状況が確認できた。この結果から、日中の活動性が低い事が1

つの要因として考えられるが、その事に対してケアの調整がまだ行え

ていない。



偶lj記様式第7号)

1 事業内容

事

事業実績書

事

業

介護サービスの種類

業

者

所

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

名

所属名

社会福祉法人けやき

名

導入時期及び台数

職・氏名

指定介護老人福祉施設特別養護老人ホームなの花荘

【事業所番号.第0673000舗2】

介護ロボット導入支援事業用

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

電話番号

介護老人福祉施設

メ

1製品名}

・カメラ型見守り支援機器A.1.vieWⅡfe

生体センサー

・スマートフォン(見守り支援機器と連動)

・ wi・Fiアクセスボイント LAN雪己線工事、

[導入時期]令和 3年2月23日

ノレ

使用状況

(使用する業務・使用頻度

等)

・入居者様が居室で臥床している時、特に夜間帯は常時使用している。

・危険予兆動作と危険動作を検知した時は、スマートフォンに通

知し、スマートフォン又はパソコンのライブ画像で確認した上で、

訪室の要否を判断して対応している。

・入居者様の動きを録画された画像で確認し、ケアの見直しをしてぃ

る。

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価指標に基づき示すこ

と(介護時問の短縮、直

接・間接負担の軽減効果、

介護従事者(利用者)の満

足度など)

リース(契約期間

定員数

導入 1ケ月後評価アンケート実施・・・介護員23名

0使用は慣れたか

一慣れた87%'一噴れない13%

1導入台数

[導入台数

[導入台数

60名

年

1 0 台1

6 台]

1 3 台]

0不要な訪室は減ったか。

・減った92%'・変わらない4%・増えた4%

(センサー作動時、ライブ画像で入居者様の状況を確認することで訪

室の必要性を判断して対応している。不要な訪室は減っている。)

月~ 年

0身体的負担は軽減しているか。

・軽減した 13% ・いくらか軽減した74%

・変わらない]3%・増えた0%

(不要な訪室が減ったことで、8割強の介護員が軽減Lたと感じてぃ

る。)

月)
f"、'、

、匙入、

記
入
者



0精神的負担は怪減しているか。

・軽減した 13% ・いくらか軽減した 70%

・変わらない13%・増えた4%

0事故に対する不安は軽減しているか。

・軽減した 22% ・いくらか軽減した 78%

・変わらない0%・増えた0%

(センサー作動時や気になった時など、ライブ画像で入居者様の状況

を確認できることで、介護員全員が不安は軽減したと感じている。)

導入後の課題や次年度計

画の確認等

0スマートフォンへの1本化

現在、ナースコーノレはPHS、見守りセンサーはスマートフォンに通

知があるため、介護員は2台持って入居者様の介護を行っている。

⇔令和3年度にナースコーノレを更新することで、ナースコーノレの通知

もスマートフォンにくるようにする。

0カメラや生体センサーの台数の増加

コ今後、台数の増加について検討していく。

0事故の検証、事故件数の変動等の検証

当事故発生時の画像を基に検証を行い、適切な対策を講じること

で事故を予防する。事故件数の変動等を繰り返し検証する。

0ケアの見直し

才入居者様の動きを録画された画像で確認し、ケアの見直Lを繰り返

し行う。



(別記様式第7号)

1 事業内容

事

事業実績書

事

業

介護サ

業

者

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

所

名

ビスの種類

所属名

社会福祉法人けやき

名

導入時期及び台数

職・氏畠

ニニット型地域密着型特別養護老人ホームなの花荘

【事業所番号:第 0693000船9】

介護ロボット導入支擬事業用

購入又はりースの別

※弦当tる方に0を記入

電話番号

介誰老人福祉施設

メ

f製品名]

・カメラ型見守り支援機器A.1.viewH企

生体センサー

・スマートフォン(見守り支援機器と連動)

・ wi・Fiアクセスポイント LAN配線工事

1導入時期1 令和3年2月23日

ノレ

使用状況

(使用する業務・使尿頻度

等)

・入居者様が居室で臥床している時、特に夜間帯は常時使用Lている。

・危険予兆動作と危険動作を検知した時は、スマートフォンに通

知し、スマートフォン又はパソコンのライブ画像で確認した上で、

訪室の要否を判断して対応している。

・入居者様の動きを録画された画像で確認し、ケアの見直しをしてい

る。

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価指標に基づき示すこ

と(介護時間の短縮、直

接・間接負担の軽減効果、

介護従事者(利用者)の満

足度など)

リース(契約期間

定員数

導入1ケ月後評価

0使用は慣れたか

・慣れた 45%

[導入台数

{導入台数

{導入台数

20名

年

0不要な訪室は減ったか。

・減った郭%・変わらない36%・増えた9%

(センサー作動時、ライブ画像で入居者様の状況を確認することで訪

室の必要性を判断して対応している。不要な訪室は減っている。)

6 台]

4台1

7 台1

月~

アンケート実施・一介護員 11名

年

0身体的負担は軽減しているか。

・軽減した0% ・いくらか軽減した認%

・変わらない9%辻曽えた9%

(不要な訪室が減ったことで、8割以上の職員が軽減したと感じてい

る。)

・慣れない55%

月)

記
入
者

、
入
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0精神的負担は軽減しているか。

・いくらか軽減した郭%・軽減した0%

・変わらない妬%・増えた0%

0事故に対する不安は軽減しているか。

・いくらか軽減した64%・軽減した9%

・変わらない27%・増えた0%

(センサー作動時や気になった時など、ライブ画像で入居者様の状況

を確認できることで、不安はいくらか軽減している。)

導入後の課題や次年度計

画の確認等

0スマートフォンへの1本化

現在、ナースコーノレはPHS、見守りセンサーはスマートフォンに通

知がくるため、介護員は2台持って入居者様の介護を行っている。

⇔令和3年度にナースコーノレを更新することで、ナースコーノレの通知

もスマートフォンにくるようにする。

0カメラや生体センサーの増数の増加

■今後、台数の増加について検討していく。

0事故の検証、事故件数の変動等の検証

⇔事故発生時の画像を基に検証を行い、適切な対策を講じること

で事故を予防する。事故件数の変動等を繰り返し検証する。

0ケアの見直し

→入居者様の動きを録画された画像で確認L、ケアの見直しを繰り返

し行う。



(別記様式第7号)

1 事業内容

事

事業実績書

事

業

介護サービスの種類

業

者

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

所

名

所属名

導入時期及び台数

社会福祉法人けやき

名

職・氏名

指定短期入所生活介護施設特別養護老人ホームなの花荘

{事業所番号:第0673000287】

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

介護ロボット導入支援事業用

電話番号

」

介護老人福祉施設

メ

使用状況

(使用する業務・使用頻度

等)

[製品名1

・カメラ型見守り支援機器A.1.vieWⅡfe

・スマートフォン(見守り支援機器と連動)

・ wi・Fiアクセスポイント1▲N配線工事

[導入時期】令和3年2月船日

ノレ

導入効果

※導入によ0て得られた効

果に関するデータを客観的

な評価指標に基づき示すこ

と(介護時間の短縮、直

接・間接負担の軽減効果、

介護従事者(利用者)の満

足度など)

・利用者様が居室で臥床している時、特に夜問帯は常時使用している。

・危険予兆動作と危険動作を検知した時は、スマートフォンに通

知し、スマートフォン又はパソコンのライブ画像で確認した上で、

訪室の要否を判断して対応している。

リース(契約期間

導入1ケ月後評価

0使用は慣れたか

・慣れた 73%

定員数

{導入台数

[導入台数

0不要な訪室は減ったか。

・減った9%・変わらない73%・増えた18%

(センサー作動時、訪室が必要なケースが多く、変わらないとの意見

が多かった。)

24名

年

アンケート実施・一介護員 11鬼

月~

5 台1

5 台1

0身体的負担は軽減しているか。

・いくらか軽減した 36%・軽減した0%

・変わらない64%・増えた0%

(負担は変わらないとの意見が多かったが、センサー作動時、ライブ

画像で利用者様の状況を確認し、訪室しなかったケースも若干あり、

いくらか負担が軽減しているとの意見もあった。)

・慣れない27%

年 月)

記
入
者

~
入
〆

一
雛
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0精神的負担は軽減しているか。

・いくらか軽減した27%・軽減した0%

・変わらない弱%・増えた18%

0事故に対する不安は軽減しているか。

・いくらか軽減した認%・軽減した0%

・変わらない18%・増えた0%

(気になった時は、ライプ画像で利用者様の状況を確認できること

で、不安はいくらか軽減している。)

0カメラを付ける居室の再選定とカメラの取り付け方法の習得

利用者の入れ替えがあり、その都度のカメラの居室移動や設定が難し

し、

・才今後、カメラの取り付けや設定について、業者からの指導を受ける。

0スマートフォンへの1本化

現在、ナースコーノレはPHS、見守りセンサーはスマートフォンに通

知がくるため、介護員は2台持って利用者様の介護を行っている。

司令和3年度にナースコールを更新することで、ナースコーノレの通知

もスマートフォンにくるようにする。

導入後の課題や炊年度計

画の確認等

0カメラの台数の増加や生体センサーの追加

→今後、台数の増加、追加について検討していく。

0事故の検証、事故件数の変動等の検証

●事故発生時の画像を基に検証を行い、適如な対策を講じること

で事故を予防する。事故件数の変動等を繰り返し検証する。

0ケアの見直し

一利用者様の動きを録画された画像で確認し、ケアの見直しを繰り返

し行う。



(別記様式第7号)

1 事業内容

事

事

事業実磧書

業

介護サービスの種類

業

者

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

所

名

導入時期及び台数

社会福祉法人豊裕会

名

所属名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

職・氏名

六日町あいあい特別養護老人ホーム

電話番号

介護ロボット導入支援事業用

介護老人福祉施設

メ

[製品名]

ナース=ーノレ連動型見守り機器30台

アイホン設備一式、ナースコーノレ子機用無線工事一式

[導入時期]令和3年3月末日[導入台数} 30台

使用状況

q吏用する業務・使用頻度

等)

ノレ

趣ID リース(契約期間

現在、利.用者の見守り支援について籬床センサー、立ち上がりセンサ

一等を使用し転倒滑落の未然防止を行っているが、その都度訪室tる

ことへの職員の業務負担軽減、夜間帯の少人数での業務負担軽減の必

要陛があり、この度、ナースコール連動型見守り機器を新規導入し、

居室内に見守りカメラを設置し、介助が必要な時以外は訪室しなくと

も安全確認ができる見守り支援を行い、職員の負担軽減を図っていき

たい。要介護度3,4の方の転倒りスクが高いため、ナースコールに

連動する見守りカメラ30台程度を導入し、未然防止策が徹底できる

よう活用したい。

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価指標に基づき示すこ

と(介護時間の短縮、直

接・間接負担の軽減効果、

介護従事者(利用者)の満

足度など)

定員数

年

80名

0導入後(翌年) 1年目

・新しい機器の使い方の勉強会。

・ご家族への説明とご理解を得る。

・職員間で連携し、カメラ作動時の記録や様子を共有する。

・新機種導入半年後に負担軽減の有無について聞き取りを行う。

02年目

・ユニット内のパソニンとナースコール機器(スマホ型)を連動させ

介護記録のパソコン管理化を推進し記録の業務時間削減を図る。

・さらなる負担軽減の有無について聞き取りを行い不都合があれぱ

施設内で検討していく。

03年目

・新しい機器の使用に慣れ、有効活用が定着している。記録や事務的

作業の負担が減り、利用者へ関わる時問が確保できている。

月~ 午 月)

記
入
者



導入後の課題や次年度計

画の確認等

.カメラ作動時の訪室回数、訪室した際の時問、直接・問接負担の軽減効果、満

足度、日々の活用状況が確認できる日誌等、総合的な情報収集を行う。

.職員へのアンケートを作成し、導入前と導入後の変化を分析する。

.必要以上に利用者の居室へ訪室しなくなることでの利用者のプライバシーが尊

重される生活空問となっているか、利用者、家族からも開き取りを行う。



(別記様式第7号)

1 事業内容

事

事

事業実績書

業

介護サービスの種類

業

者

所

名

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

社会福祉法人松寿会

名

所属名

導入時期及び台数

職・氏名

ユニット型特別養護老人ホーム長生園

電話番号

介護ロボット導入支援事業用

介護老人福祉施設

メ

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

[製品畠]

・眠り SCAN (パラマウントベッド)

【見守り・コミュニケーシ,ン支援】

・ AP・9500 (ワイヤレスアクセスポイント取付費込)

【通信環境整備】

[導入時期]令和3年2月1日[導入台数]

眠りSCAN 5台

4台AP9500

ノレ

使用状況

(使用する業務・使用頻度

等)

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価指標に基づき示すこ

と(介護時間の短縮、直接・

間接負担の軽減効果、介護

従事者(利用者)の満足度

など)

蒜入・リース (契約期問

現在5右の入所者の方に眠りSCANを常時使用し、夜間の睡眠

状況の把握を行っている。

介護業務の精神的な負担の軽減が図れるかのアンケート調査(予

備調査)を行っている。

定員数

① 眠りSCANのデータは本体の記憶媒体に保存されるが、通信

環境を整備したことで、眠りSCANで得られた入所者の睡眠

情報等がフロアのパソコンにてりアルタイムで確認できるよ

うになうた。

上記①の通信環境整備により、眠りSCANのデータをパソコ

ンに連動させ、りアルタイムで、ベッド上の入所者の状態が把

握されるため、入所者のプライバシーや睡眠を妨げるととな

く、必要なタイミングでトイレ誘導等が可能となっている。

3 2名

導入後の課題や次年度計

画の確認等

②

年 月~

眠りSCANを用いたケアマニュアル、事例検討方法の作成。

入所者の生活を24時間把握するためのシートに、把握した睡

眠データの情報を加えて、 24時間シートを作成する。

上記内容を踏まえた、個別計画書の作成と実施。

睡眠に課題のある入所者に対する、カンファレンスを行い、ケ

ア内容を修正し実践する。実践の状況や睡眠状況の観察を行い

記録する。

年 月)

ーノ

記
入
者



(別記様式第7号)

1 事業内容

事

事

事業実績書

介護サービスの種類

業

者

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

所

名

導入時期及び台数

社会福祉法人松寿会

名

所属名

購入又はりースの別

※該当tる方に0を記入

職・氏名

特別養護老人ホーム長生園

電話番号

介護老人福祉施設

介護ロボット導入支援事業用

使用状況

(使用する業務・使用頻度

等)

メ

[製品名]

眠り S CAN (パラマウントベッド)

見守り・コミュニケーション支援

[導入時期]令和3年2月10 「、入台数] 5台

ノレ

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価指標に基づき示すこ

と(介護時間の短縮、直

接・間接負担の樫減効果、

介護従事者(利用者)の満

足度など)

雅入 リース(契約期間

現在5名の入所者の方に眠りSCANを常時使用し、夜間の睡眠状

況の把握を行っている。

また、職員には眠りSCAN活用前後の夜聞勤務時間帯の歩数測定

を行い、睡眠データを活用したケア実践に伴う身体的な介護業務の負

担軽減が図れるかの訊査を実施している。同様に、介護業務の精神的

な負担の軽減が図れるかのアンケート調査(予備調査)を行っている。

定員数

眠りSCANのデータをパソコンに連動させ、りアルタイムで、

ベッド上の入所者の状態力井剛屋されるため、入所者のプライバシ

ーや睡眠を妨げることなく、必要なタイミングでトイレ誘導等が

可能となっている。

眠りSCAN導入・活用前の夜聞勤務時聞帯の職員(対象職員1

0名分)の歩数計測を終了。

年

6 8名

導入後の課題や次年度計

画の確認等

月~ 年

蓄積された睡眠データの分析及び介護実践への反映を行うため

のマニュアル作成、事例検討方法、実践及び評価方法についての

体制整備。

職員へのアンケート調査(本調査)の実施と分析等

夜問勤務時闘帯の睡眠データを活用したケア実践後の歩数測定

及び分析

月)

記
入
者



偶嘱己様式第7号)

1 事業内容

事

事

事業実績書

業

介護サ

業

者

介誰ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

所

名

ビスの種類

導入時期及び台数

社会福祉法人松寿会

名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

所属名

職・氏名

長生園指定短期入所生活介護事業所

電話番号

短期入所生活介護

介護ロボット導入支援事業用

使用状況

(使用する業務・使用頻度

等)

メ

[製品名1

眠り S CAN (パラマウントベッド)

見守り・コミュニケーション支援

[導入時期]令和3年2剣 1日'、入台数] 5台

ル

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価指標に基づき示すこ

と(介護時間の短縮、直

接・間接負担の軽減効果、

介護従事者(利用者)の満

足度など)

韓 リース(契約期間

現在5名の利用者の方に眠りSCANを常時使用し、夜間の唾眠状

況の把握を行っている。

介護業務の精神的な負担の軽減が図れるかのアンケート調査(予備

調査)を行っている。

定員数

眠りSCANのデータをパソロンに連動させ、りアノレタイムで、

ベッド上の入所者の状態が把握されるため、入所者のプライバシ

ーや睡眠を妨げることなく、必要なタイミングでトイレ誘導等が

可能となっている。

年

1 0名

導入後の課題や次年度計

画の確認等

月~ 年

向 眠りSCANを用いたケアマニュアル、事例検討方法の作成。

利用者の生活を24時間把握するためのシートに、把握した睡眠

データの情報を加えて、 24時間シートを作成する。

上記内容を家族又は、介護支援専門員等と検討し、個別計画へ反

映させ実施・評価を行う。

睡眠に課題のある入所者に対する、カンファレンスを行い、ケア

内容を修正し実践する。実践の状況や睡眠状況の観察を行い記録

する。

月)

記
入
者



暢情己様式第7号)

1 事業内容

事

事

事業実績,書

業

介護サ

業

者

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

所

名

ビスの種類

導入時期及び台数

社会福祉法人思恩会

瑠

所属名

購入又はりースの別

※該当tる方に0を記入

職・氏名

特別養護老人ホームしおん荘

電話番号

介護ロボット導入支援事業用

指定介護老人福祉施設

使用状況

(使用する業務,使用頻度

等)

メ

[製品名]

まもるーの Station 5 台(ソフトウェア・設置・設定費一式)

ノレ

[導入時期]令和3年3月31日[導入台数1 5台

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価指標に基づき示すこ

と(介護時間の短縮、直

接・間接負担の軽減効果、

介護従事者(利用者)の満

足度など)

(〔1^)・リース(契約期間

、i

夜勤時の見守り体制の強化と職員の負担軽減・業務効率化・看取り時

の迅速な対応・科,学的根拠に基づく個別的ケアの実施のために日常的

に使用。

定員数

巡回時の訪室回数の減少による介護職員の負担軽減、科学的根拠に基

づく適切なケアの実施、看取り時の状態観察や迅速な対応等が可能に

なった。

年

80

導入後の課題や次年度計

画の確認等

河~ 年

0導入後(翌年) 1年目

夜勤時の見守り体制の強化

職員の負担軽減

02年目

業務の見直しによる効率化

看取り時の迅速な対応

03年巨

科学的根拠に基.づくケアの実施

河)

記
入
者



娚嘱己様式第7号)

1 事業内容

事

事

事業実績書

業

介護サ

業

者

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品右

所

名

ビスの種類

導入時期及び

社会福祉法人思恩会

名

所属名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

職・氏名

特別養護老人ホームしおん荘

電話番号

介護ロボット導入支援事業用

指定介護老人福祉施設

使用状況

(使用する業務・使用頻度

等)

メ

[製品名]

無線LAN配線工事一式

インカムほのぼのTALK

[導入時期]令和3年3月
数

ノレ

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータ,を客観的

な評価指標に基づき示すこ

と(介護時間の短縮、直

接・間接負担の軽減効果、

介護従事者(利用者)の満

足度など)

((1^,・リース(契約期聞

職員問の情報共有、夜勤時の見守り時の迅速な対応が可能になるなど

日常的に使用。

5台分

31日

定員数

/

[導入台数1

年

80

職員間の連絡の際の時間の短縮により、入居者に対しての迅速な対応

が可能になり、また、職員の負担の軽減につながっている。

導入後の課題や次年度計

画の確認等

月~

一式

年

0導入後(翌年) 1年目

夜勤時の見守り体制の強化

職員の負担軽減

02年目

業務の見直しによる効率化

看取り時の迅速な対応

03年目

科学的根拠に基づくケアの実施

月)

記
入
者

台



偶嘱己様式第7号)

1 事業内容

事

事

事業実績

業

介護サービスの種類

業

者

介護ロポットの製品名

通信環境整備の製品名

所

名

導入時期及び

名

所属名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

社会福祉法人思恩会

職・氏名

湯野浜思恩園特定施設

使用状況

q吏用する業務・使用頻度

等)

電話番号

介護ロボット導入支援事業用

特定施設入居者生活介護

メ

[製品名]
まもるーの Station

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価指標に基づき示すこ

と(介護時間の短縮、直接・

問接負担の軽減効果、介護

従事者(利用者)の満足度

など)

数

ル

[導入時期】

購入・リース(契約期間

入居者の要支援・介護者の増加に伴う夜勤時の見守り体制の強化、

業務改善実施による職員の負担軽減のために日常的に使用。

5台(ソフトウェア・設置・設定費一式)

令和 3年3月31日[導入台数]一式

定員数

巡回時の訪室回数の減少による介護職員の身体的・精神的負担の軽

減、サービスの質の向上・業務効率化

導入後の課題や次年度計

画の確認等

年

50名

月~

0導入後(翌年) 1年目

夜勤職員の身体的・精神的負担の軽減

職員の負担軽減

02年目

業務効率化による職員配置の見直し

03年目

個別ケアの強化

年 羽)

書

記

入
者

台



賜嘱己様式第7号)

1 事業内容

事

事業実績書

業

介護サ

業

者

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

所

名

ビスの種類

導入時期及び台数

社会福祉法人正覚会

名

所属名

職・氏名

ライフケア黒森ユニット型指定短期入所生活介護事業所

介護ロボット導入支援事業用

電話番号

短期入所介護事業所

メ

使用状況

(使用する業務・使用頻度

等)

[製品名IND ソフトウェア中村

ベットセンサーバイタノレビーツ

[導入時期]令和3年3月[導入台数1

ル

く匝》 リース(契約期間

短期入所事業所に羚いて3床すべてにべットセンサーを設置し、昼夜

問わず使用している。

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価指標に基づき示すこ

と(介護時間の短縮、直

接・間接負担の軽減効果、

介護従事者(利用者)の満

足度など)

使用する業務として

・利用者の身体状態の把握や急変時に早急な対応するごとができる。

・夜問の唖眠状態の可視化することで状況把握司、ることができる。

・適切な排池誘導等が可能になり、安眠の確保に繋がる。

・利用者の転倒のりスクを解消する。

定員数

導入後に職員アンケートを実施する。

・ベットセンサーを使用することで生存確認が出来、ご本人のみ

ならず、職員の安心に繋がった。

・短期入所事業所をご利用される方の中には、安全確認で夜間帯

お部屋に入ってきてほしくないと希望されるご利用者もいるた

めべットセンサーは有効的であった。

・訪室の回数が少なく、ご利用者が夜間帯ゆっくり休む事ができた。

・職員の負担軽減に繋がった。

夜勤帯5回の巡回(1回あたり5分程)が軽減された。

・1日トータルの心拍や呼吸数がグラフ化して表記される為、体鯛面

を細かく把握でき良かった。

・難床センサーや着床センサーのように、居室内で音が出ないので、

入眠を妨げたり、ご利用者に違和感なく使用することが出来良かっ

た。

等の意見がある。

年

3人

3 "'、/

月~ 年 月)
ースの

記
入
者

事

1牙

入を0方るす当亥

リ才又



導入後の課題や次年度計

画の確認等

・夜1閉の睡眠状態の可視化から、適切な排寸世誘導等が可能になり、安

眠の耐'保に繋がる。

・利用者の帳倒のりスクを解消tる。

・職員の不安、負担の嵯減が図られる。

・データの分析を行い、効果の検証を行'う。

・ご家族やケアマネジャーに夜殉の唖眠状態等ついで情都提供する。

・1CT、介護ロポット等に開する研修会の突施により、職員の理解

を促進する。

゛



暢嘱己様式第7号)

1 事業内容

事

事

事業実績書

業

介護サービスの種類

業

者

介護ロボットの製品名

通信衆境整備の製品名

所

名

導入時期及び台数

社会福祉法人さくら福祉会

名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

所属名

職・氏名

特別養護老人ホームさくらホーム広野【事業所番号:06708009H I

使用状況

q吏用する業務・使用頻度

等)

電話番号

介護ロボット導入支援事業用

介護福祉施設サービス

メ

[製品名]眠り SCANeye

Wi・Fi環境整備

[導入時期]令和 3年3月10日

ル

購入リース(契約期間

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価指標に基づき示すこ

と(介護時間の短縮、直

接・間接負担の軽減効果、

介護従事者(利用者)の満

足度など)

施設環境としては、構造上、①ニニット間の見守りが困難。②ユニッ

ト内でも、居室同士が眺れており、共有の廊下も直線ではなく、入り
゛

組んでおり、見守りが困難。③2 階の 10部屋に関しては、エレベー

ター及び職員階段から籬れて翁り、 2 階ニニットへのアクセスが悪

く、見守りが困難。上記①~③の理由で、毎旧 24時問体制の見守り

業務内にて使用し、特に夜勤帯(夜勤業務)の訪室以外の時間帯での

見守り業務の強化を図った。

阿)

[導入台数140 台(2 階のみ)

定員数

導入後住週問後)のアンケートでは、眠り SCANeye導入により、

精神的なストレスが少し軽減、あるいは軽減されたと答えた職員は、

磁'9%となった。また、転倒りスクがあるご利用者様の見守り業務に、

眠り SCANeyeの活用は、りスク軽減につながっていると船浦いに思

う、少し思うと答えた職員は、 80.9%となった。以上の結果と上記の

①~③から、 40床に対し、 40台の導入は妥当であった。

導入後の課題や次年度計

画の確認等

年

80名

月~ 年

眠りSCANeye導入後、介護職員へのアンケートを実施。見守り業務

の軽減効果(訪室への時闇等)、転倒事故への怖れからくる日々の心

理的ストレス軽減効果などについて、職員の感想をまとめた。次年度

も継続する。眠りSCANeye導入に対するご利用者様ご家族からの理

解も必要なので、介護ロボット(眠り SCANeye・見守り支援システ

ム)導入についてと題した周知文書を配布し、プライバシーに配慮し

た見守り業務強化であることに理解を求めた。

記
入
者



偶嘱己様式第7号)

1 事業内容

事

事

事業実績書

業

介護サービスの種類

業

者

介護ロポットの製品名

通信環境整備の製品名

所

名

;、 入時期及び台数

社会福祉法人さくら福祉会

瑠

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

所属名

職・氏名

短期入所生活介護事業所さくらホーム広野【事業所番号:067080四031

使用状況

(使用する業務・使用頻度

等)

電話番号

介護ロボット導入支援事業用

短期入所生活介護

メ

[製品名]眠り SCANeye

Wi・Fi環境整備

[導入時期]令和 3年3月10日

ノレ

(1Ξ^,リース(契約期問

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価指標に基づき示すこ

と(介護時間の短縮、直

接・問接負担の軽減効果、

介護従事者(利用者)の満

足度など)

施設環境としては、構造上、①ユニット間の見守りが困難。②ユニッ

ト内でも、居室同士が隣れており、共有の廊下も直線ではなく、入り

組んでおり、見守りが困難。③2 階の 10部屋に関しては、エレベー

ター及び酢我員階段から剛tれており、 2 階ニニットへのアクセスが悪

く、見守りが困難。上記①~③の理由で、毎日24時間体制の見守り

業務内にて使用し、特に夜勤帯(夜勤業1鋤の訪室以外の時間帯での

見守り業務の強化を図0た。

1導入台数110 台(2 階のみ)

定員数

導入後(1週間後)のアンケートでは、眠り SCANeye導入により、

精神的なストレスが少し軽減、あるいは軽減されたと答えた職員は、

61.9%となった。また、転倒りスクがあるご利用者様の見守り業務に、

眠りSCANeyeの活用は、りスク軽減につながっているとおおいに思

う、少し思、うと答えた職員は、 80.9%となった。以上の結果と上記の

①~③から、 10床に対し、10台の導入は妥当であった。

導入後の課題や次年度計

画の確認等

年

20名

月~ 年

眠りSCANeye導入後、介護職員へのアンケートを実施。見守り業務

の軽減効果(訪室への時間等)、転倒事故への怖れからくる日々の心

理的ストレス軽減効果などについて、職員の感想をまとめた。次年度

も継続する。眠りSCANeye導入に対するご利用者様ご家族からの理

解も必要なので、介護ロボット佃民り SCANeye・見守り支援システ

ム)導入についてと題した周知文書を配布し、プライバシーに配慮し

た見守り業務強化であることに理解を求めた。

月)

記
入
者



(別記様式第7号)

1 事業内容

事

事

事業実績書

業

介護サ

券

者

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

所

名

ビスの種類

入時期及び台数

社会福祉法人さくら福祉会

名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

所属名

職・氏名

特別養護老人ホームさくらホーム【事業所番号:0釘3200259 】

使用状況

(使用する業務・使用頻度

等)

電話番号

介護ロボット導入支援事業用

介護福祉施設サービス

メ

[製品名]眠り SCANeye

Wi・Fi環境整備

[導入時期1令和 3年3 刃 10日

ノレ

0234-62-2941

ta-yam臼Shita@sakul'a-welfare. jp

(1邑^,リース(契約期間

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価指標に基づき示すこ

と(介護時間の短縮、直

接・間接負担の軽減効果、

介護従事者(利用者)の満

足度など)

①居室(1名、 2名)の見守りが困難である。②居室同士が直線的な

廊下でつながっているが、他の居室へのアクセスが悪く、見守りが困

難である。協議時のアンケートでは、構造上、見守りのしづらさを少

し感じる、あるいはおおいに感じると答えた職員は 100.0%。上記の

①②の理由から、毎日24時間体制の見守り業務内にて使用し、特に

夜勤帯(夜勤業務)の訪室以外の時間帯での見守り業務の強化を図っ

た。

[導入台数131台(南棟のみ)

定員数

導入後(1週間後)のアンケートでは、眠り SCANeye導入により、

精神的なストレスが少し軽減、あるいは軽減されたと答えた職員は、

91.6%となった。また、転伊1リスクがあるご利用者様の見守り業務に、

眠りSCANeyeの活用は、りスク軽減につながっていると給おいに思

う、少し怨、うと答えた職員は、 91.6%となった。以上の結果と上記の

①②から、 31床に対し、 31台の導入は妥当であった。

年

80名

導入後の課題や次年度計

画の確認等

月~

'

年

眠りSCANeye導入後、介護職員へのアンケートを実施。見守り業務

の軽減効果(訪室への時間等)、市云倒事故への怖れからくる日々の心

理的ストレス軽減効果などについて、職員の感想をまとめた。徐年度

も継続する。眠りSCAN"e導入に対するご利用者様ご家族からの理

解も必要なので、介護ロボット(眠り SCANwe・見守り支援システ

ム)導入についてと題した周知文書を配布し、プライバシーに配慮し

た見守り業務強化であることに理解を求めた。

月)

記
入
者



(別記様式第7号)

1 事業内容

事

事業実績書

業

介護サービスの種類

業

者

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

所

名

導入時期及び台数

社会福祉法人さくら福祉会

名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

所属名

職・氏名

さくらホーム短期入所生活介護事業所

使用状況

(使用する業務・使用頻度

ず)

電話番号

介護ロボット導入支援事業用

短期入所生活介護

メ

[製品畠1 眠り SCAN"e

Wi・Fi環境整備

[導入時期]令和 3年3月10日

ノレ

(1Ξ^,リース(契約期間

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価指標に基づき示すこ

と(介護時間の短縮、直

接・問接負担の軽減効果、

介護従事者(利用者)の満

足度など)

①居室(1名、 2名)の見守りが困難である。②居室同士が直線的な

廊下でつなが0ているが、他の居室へのアクセスが悪く、見守りが困

難である。協議時のアンケートでは、構造上、見守りのしづらさを少

し感じる、あるいはおおいに感じると答えた職員は 100.0%。上記の

①②の理由から、毎日24時聞体制の見守り業務内にて使用し、特に

夜勤帯(夜勤業務)の訪室以外の時間帯での見守り業務の強化を図っ

た。

1事業所番号:0673200176 】

[導入台数]16台

定員数

導入後 a週間後)のアンケートでは、眠り SCANeye導入により、

精神的なストレスが少し軽減、あるいは軽減されたと答えた職員は、

91.6%となった。また、転倒りスクがあるご利用者様の見守り業務に、

眠り SCANeyeの活用は、りスク軽減につながっているとおおいに思

う、少し居、うと答えた職員は、 91.6%となった。以上の結果と上記の

①②から、 16床に対し、 16台の導入は妥当であった。

導入後の課題や炊年度計

画の確認等

年

16 瑠

月~ 年

眠りSCANeye導入後、介護職員へのアンケートを実施。見守り業務

の軽減効果(訪室への時間等)、転倒事故への怖れからくる日々の心

理的ストレス軽減効果などについて、職員の感想をまとめた。次年度

も継続する。眠りSCAN町e導入に対するビ利用者様ビ家族からの理

解も必要なので、介護ロボット促民り SCANeye・見守り支援システ

ム)導入についてと題した周知文書を配布し、プライバシーに配慮し

た見守り業務強化であることに理解を求めた。

月)

記
入
者

事


